

































































































A B C D E
1回目 37．1 21．2 20．6 21．7 25．9
2回目 36．7 21．1 21．1 21．8 25．9
3回目・ 37．0 2屡。1 21．1 21．7 25．9
4回目 36．9 21．1 21．2 21．9 25．8
5回目 36．8 21．1 21．1 21．8 25．5
6回目 36．6 21．0 21．0 21．了 25．2
7回目 36．6 21．1 21．1 21．6 25．6
8回目 36．4 21．0 20．9 21．6 25．4
9回目 36．5 20．9 21．2 21．5 25．7
10回目 36．2 20．8 21．1 21．6 25．6
平均値 36．7 21．0 21．0 21．7 25．7
標準偏差 0．26 0．1， 0．1了 0．11 0．22
変動係数 0．72 0．53 0．80 0．52 0．88
表2．測定条件による影響
3．測定条件による影響
　測定条件による影響を調べるため，マニュアル通りに
測定した時の値を100として，各条件下での測定値をそ
の相対値で表し比較した（表2）．
1）電極に対する足の位置のずれによる影響
　測定時の足の位置のずれによる影響をみた（n＝10）．
電極に対し足の位置が前方へ約2cmずれると相対値で
93．9と低下し，後方へ約lcmずれると76．4とかなり低下
した．また，平行に取り付けられた電極に対し足先を約
60。開いて測定した場合も，97．9とわずかであるが低く
測定された．
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　基本位置
　前方へのずれ
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23，2ニヒ4．3
18．3±6．9
24．2±4．4
100．0
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測定時の姿勢
　膝関節の伸展
　軽く屈曲
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図3．体重，インピーダンス値および体脂肪率の日内変動
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体脂肪計TBRlO1の測定条件
2）膝関節の屈曲による影響
　被験者は膝関節を伸展した状態で測定することが基本
であるが，膝関節を屈曲して測定した場合の影響につい
てみてみた（n＝10）．膝を軽く曲げて測定すると相対
値で93，7，深く曲げると85．7と低く測定された．
4．靴下等の着用による影響
　測定は裸足が基本であるが，靴下等を着用して測定し
た場合の影響をみてみた（n＝10）．ストッキングを着
用した場合，相対値は70．9，ソックスを着用して測定す
ると45，7とどちらも低値となった．しかし，ストッキン
グを着用しても消毒用アルコールを電極部に滴下すると
99．6と裸足の場合とほぼ同様の値が得られた．
5．体脂肪率測定値の日内変動
　図3には同一人物の体重，B工値，体脂肪率の日内変
動を示した．横軸が測定時刻，縦軸がそれぞれ体重，B
I値，体脂肪率である．B　I値と体脂肪率は午前に高く
午後に低くなる傾向があり，測定誤差は体脂肪率で最大
約4％であった．体重にも日内変動がみられるが必ずし
もB　I値の変動とは一致していない．
間のB　I値を測定する機種がC　Vニ0，81であったのに比
べても1）かなり良好であった．
　また，B　I値を仰臥位にて手足問で測定する機種と比
べると，本機は体重測定のように立位で測定できるため
基本姿勢が保持しやすく，電極装着部の皮膚の前処置も
不必要であることから，測定条件による影響は比較的少
ないものと思われる．しかしながら今回検討した測定条
件の中で，電極に対する足の位置のずれ，膝関節の屈曲，
靴下の装着で測定値に影響があることが確認された．こ
れらは，電極と足底部の接触が不良となることや電極間
の距離が短くなることによると思われる1）．
　日内変動の要因については明らかではないが，我々は
これまでに皮膚温の変化によりB　I値が変動することを
確認しており2），日内変動にも関連があるのではないか
と思われる．
　以上のように測定条件についていくつかの影響因子が
確認されたが，測定時の条件を整えれば，本機は測定操
作が簡便でありフィールドワークにおける肥満判定には
十分利用可能であると思われる．
　本論文の要旨は，第20回日本看護研究学会において発
表した．
lV．考　　察
　今回我々は，B　I法による体脂肪計TBF－101の精度お
よび測定条件による影響について検討した．精度につい
ては，体脂肪率の基準値としてしばしば用いられる水中
体重秤量法による体脂肪率と比較した．水中法とB　I法
との相関係数は男性でrニ0．607，女［生でr＝0．446であっ
た．阪本ら3）は，同機種と水中体重秤量法との相関を男
性r＝0，885，女性rニO．841と報告している．また我々
がこれまでに検討した近赤外線法や手足間で測定するB
I法では水中体重秤量法との間にいずれも0，8以上の相
関がみられている4）．今回の相関は，それらより幾分低
い値であった．その理由としては，今回体脂肪率の低い
人がかなり高めに測定されており，対象者の中にスポー
ツ選手など体脂肪率の低い人が多く含まれていたことに
よると思われる．
　10回連続測定による同時再現性はCV＝0．68で，手足
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